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天然ガス緊急時相互融通契約の締結について 

 

    

東京東京東京東京ガスガスガスガス株式会社株式会社株式会社株式会社（（（（社長社長社長社長：：：：岡本岡本岡本岡本    毅毅毅毅、、、、以下以下以下以下「「「「東京東京東京東京ガスガスガスガス」）、」）、」）、」）、国際石油開発帝石株式会社国際石油開発帝石株式会社国際石油開発帝石株式会社国際石油開発帝石株式会社（（（（社長社長社長社長：：：：北村北村北村北村    俊俊俊俊

昭昭昭昭、、、、以下以下以下以下「「「「INPEXINPEXINPEXINPEX」）」）」）」）及及及及びびびび当社当社当社当社のののの３３３３社社社社はははは、、、、昨年発生昨年発生昨年発生昨年発生したしたしたした東日本大震災以降東日本大震災以降東日本大震災以降東日本大震災以降、、、、急速急速急速急速にににに高高高高まるおまるおまるおまるお客客客客さまさまさまさまやややや社社社社

会会会会からのからのからのからのエネルギーエネルギーエネルギーエネルギー・・・・セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティにににに対対対対するごするごするごするご要望要望要望要望におにおにおにお応応応応えするためえするためえするためえするため、、、、３３３３社社社社がががが保有保有保有保有するするするするＬＮＧＬＮＧＬＮＧＬＮＧ基地基地基地基地ややややパイパイパイパイ

プラインプラインプラインプライン等等等等ののののガスガスガスガス供給設備供給設備供給設備供給設備がががが大規模自然災害等大規模自然災害等大規模自然災害等大規模自然災害等でででで被災被災被災被災しししし、、、、天然天然天然天然ガスガスガスガスのののの供給供給供給供給にににに支障支障支障支障がががが出出出出るるるる可能性可能性可能性可能性がががが生生生生じじじじ

たたたた場合場合場合場合、、、、既既既既にににに３３３３社間社間社間社間でででで接続接続接続接続されているされているされているされているパイプラインパイプラインパイプラインパイプラインをををを通通通通じてじてじてじて、、、、天然天然天然天然ガスガスガスガスのののの相互融通相互融通相互融通相互融通をををを実施実施実施実施することにすることにすることにすることに本本本本

日合意日合意日合意日合意いたしましたいたしましたいたしましたいたしました。。。。    

 

 

1. 緊急時相互融通のイメージ 

 静岡ガス（または東京ガス）で供給に支障が出る可能性が生じた場合は、INPEXが静岡ガス（また

は東京ガス）に天然ガスの融通を行うとともに、融通によって INPEX に供給能力の不足が生じる

際は東京ガス（または静岡ガス）がINPEXに供給支援を行います。 

 INPEXで供給に支障が出る可能性が生じた場合は、静岡ガスと東京ガスがINPEXにそれぞれ天然ガ

スの融通を行います。 

＜緊急時相互融通体制のイメージ＞ 

※東京ガスとINPEX は栃木県佐野市、埼玉県川口市・熊谷市で、静岡ガスとINPEX は南富士幹線（静岡県御殿

場市～富士市）を通じて、パイプラインが接続しています。 



＜３社パイプラインネットワーク概要図＞ 

 

 

2. 緊急時相互融通の前提 

� ３社は各社の安定供給体制確保を前提として、天然ガスの緊急時相互融通を行うことになるため、

具体的な天然ガス融通量や期間などについては、災害発生時に３社間で都度協議の上、取り決め

ます。 

 

以上 

 

 


